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１．取締役の選任に関する考え方 

三菱商事では、取締役の役割・責務／選任方針／選任手続等を添付①の通り定めております。 
また、個別の人事案については、社外取締役が過半数を占めるコーポレートガバナンス・指

名委員会で審議の上、取締役会で決定することとしています。 
 

２．取締役の個別の選任理由 

 取締役（監査等委員である取締役を除く）候補者 

 氏名 選任理由 

社  

内 

垣内 威彦 
（再任） 

農水産事業等の生活産業関連事業に従事し、生活産業グループ CEO 等

の要職を経て、2016 年 4 月から 6 年間、社長として、事業経営モデルによ

る「経済価値」「社会価値」「環境価値」の三価値同時実現による成長を目指

し、循環型成長モデルによる資産の入替等を推進することで、当社の企業価

値向上に貢献してきました。2022 年 4 月から取締役会長として、非業務執

行の立場から経営の監督機能を担うとともに、当社の持続的な成長の基盤と

なるガバナンスの強化に取り組んでおり、当社における豊富な業務経験と、

当社の経営全般、グローバルな事業経営及び管理・運営業務に関する知見

を有していることから、引き続き取締役候補者としました。 

中西 勝也 
（再任） 

電力・エネルギー関連事業に従事し、中東・中央アジア統括等の要職を経

て、2019 年 4 月から電力ソリューショングループ CEO を務め、当社のエネ

ルギー・トランスフォーメーション（EX）及びデジタル・トランスフォーメーション

（DX）を推進することで、当社の企業価値向上に貢献してきました。2022 年

4 月から業務執行の最高責任者である社長を務め、『中期経営戦略 2024』
に続き、2025 年度からは、「総合力」の発揮による新たな価値創出に向けて

『経営戦略 2027』を推進しており、当社における豊富な業務経験と、当社の

経営全般、グローバルな事業経営及び管理・運営業務に関する知見を有し

ていることから、引き続き取締役候補者としました。 

塚本 光太郎 
（再任） 

金属関連事業に従事し、鉄鋼製品本部長、金属資源本部長等の要職を経

て、2019 年 4 月から総合素材グループ CEO を務め、社会のデジタル化・

電化を支える機能素材事業への参画や素材サプライチェーンの効率化・強

靭化等を通じ、素材ニーズの多様化や産業構造の変化に伴う素材産業の変

革に挑戦することで、当社の企業価値向上に貢献してきました。2024 年 4
月から副社長執行役員 社長補佐、チーフ・コンプライアンス・オフィサーを

務め、社長を補佐するとともに、連結ベースでのコンプライアンス体制の強化

を推進しており、当社における豊富な業務経験と、当社の経営全般、グロー

バルな事業経営及び管理・運営業務に関する知見を有していることから、引

き続き取締役候補者としました。 

 



 
添付② 

2 
 

 氏名 選任理由 

社  

内 

柏木 豊 
（再任） 

電力・エネルギー関連事業に従事し、電力ソリューショングループ CEO オフ

ィス室長等の要職を経て、2021 年 4 月からコーポレート担当役員として、国

内市場開発、サステナビリティ施策等を推進するとともに、広報戦略、ガバナ

ンス・法務機能、及びコンプライアンス体制の強化、並びに事業継続マネジメ

ント等に取り組むことで、当社の企業価値向上に貢献してきました。現在はコ

ーポレート担当役員（人事、地域、IT）として、引き続き、人的資本の価値最

大化、及び IT リスクマネジメントの強化等を推進するとともに、グローバル経

営体制の更なる強化に取り組んでおり、当社における豊富な業務経験と、当

社の経営全般及び管理・運営業務に関する知見を有していることから、引き

続き取締役候補者としました。 

野内 雄三 
（再任）    

財務・会計関連業務に従事し、営業グループ管理部長、主計部長等の要職

に就き、主に財務・会計の側面から、当社の企業価値向上に貢献してきまし

た。2022 年 4 月から最高財務責任者であるコーポレート担当役員（CFO）と

して、成長投資の足場となる盤石な財務体質の構築、投融資案件の審査・

事業投資全体状況のモニタリング、市場リスク・信用リスク等の財務関連リスク

マネジメント、より安定した株価形成と中長期的な株価上昇を促す取組を推

進しており、当社における豊富な業務経験と、当社の経営全般及び管理・運

営業務に関する知見を有していることから、引き続き取締役候補者としまし

た。 

野島 嘉之 
（再任） 

総務・法務関連業務に従事し、環境・CSR 推進部長、法務部長、総務部長

等の要職に就き、主にガバナンス、法務、サステナビリティの側面から、当社

の企業価値向上に貢献してきました。2024 年 4 月からコーポレート担当役

員（総務、法務）として、ガバナンスの実効性向上、法務機能の強化を推進

するとともに、緊急危機対策本部長として、重大な有事発生時の対応責任者

を務め、連結ベースでの事業継続マネジメントに取り組んでおり、当社にお

ける豊富な業務経験と、当社の経営全般及び管理・運営業務に関する知見

を有していることから、引き続き取締役候補者としました。 

       

社  

外 

宮永 俊一 
（再任） 

世界各地で事業を展開するコングロマリット型製造会社（上場）の取締役社

長・取締役会長を長年務め、グローバルな事業経営の経験、及びエネルギ

ー関連を含むテクノロジー全般に関する高い見識を有しており、実践的な視

点から、当社の経営への助言や業務執行に対する適切な監督を行っていた

だけるものと判断し、引き続き社外取締役候補者としました。 

秋山 咲恵 
（再任）      

国際的な経営コンサルタントを経て、産業用検査ロボット企業を創業し、グロ

ーバル企業に成長させた経験を通じて培われた、IT・デジタル技術分野への

深い造詣、及びイノベーションに関する高い見識を有しており、実践的な視

点から、当社の経営への助言や業務執行に対する適切な監督を行っていた

だけるものと判断し、引き続き社外取締役候補者としました。 
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 氏名 選任理由 

社  

外 

鷺谷 万里 
（再任） 

グローバルに事業展開する複数の IT 関連企業で経営幹部を歴任し、企業の

変革を導いた豊富な経営経験と、IT・デジタル技術分野、及びダイバーシティ

推進を含む人材戦略に関する高い見識を有しており、実践的な視点から、当

社の経営への助言や業務執行に対する適切な監督を行っていただけるものと

判断し、引き続き社外取締役候補者としました。 

小木曾 麻里

（再任） 

国際機関を含む長年の金融業界における実務経験、グローバル企業や公益

財団法人におけるダイバーシティ推進等のサステナビリティに関する取組、及

び ESG インパクトファンドの設立・運営経験を通じて培われた、ESG、ファイ

ナンスへの深い造詣を有しており、専門的な視点から、当社の経営への助言

や業務執行に対する適切な監督を行っていただけるものと判断し、引き続き

社外取締役候補者としました。 

 
以  上 


